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月　輪中　の　兎
　　　　　　　Remeis天冠蔓長　鹸置ルンλトハルト寧イツヒ

　月輪中の暗い影が兎の形奄じ（居ろミ言ふ見方に東洋でば古くからあろが，西

洋でに今迄なかつすこ・此程，先年なくなつす濁逸のハルトウイツヒ榑士が蝿事に

　閥して興味ある詩的な交章な獲表してみるので，それた演謬する事にしナこ．一

N7er6艶ntlichungen　der　Relneis－Sternrvarte　zu　Bamberg　19213　より一一（荒木亨i翠）

　月輪の上に現はれる多くの黒い下図は，いつの時代に於ても，眞面目に
　　　　　　　　マボロシ
も冗談にも色々の幻像ε結びつけられたものである．例へば月世界に於け

る人間であるミ言って見ナ蘭，月の顔の形であるε言ったり，或ひは叉地

球上の関々の映った像であるミ考へたのした．

　古い昔にi鍬こそう考へられてるナこのであるが，現今ではあまり一般的に

知られてみない檬に思はれる一つの月面の像がある，それは月面の右側に

見られる黒い班紋を兎のかたちミ考へるものである，印度人の間では月の

こごを，彼等の聖語，即ちサンスクリットでTschandraεいふ外にshashin

なる名がある・これは兎a・ふ意味のshashaなる言葉から出て來た「兎を

所有するもの」ミいふ意味である．

　私がかつて1869年から1870年0）間の學期にシユt“　一一ヂル教授の許で三人

の言語學者ミ共にサンスクリットを聴講してゐナこ時，ある目の講讃中にこ

の言葉，邸ちshashinこいふ語に門下つナここミがあった．ジュピーゲル教

授の説明によるミ，多分月輪の表面に兎に似ナこかたちがあるに相違なから

うε言はれて，天文學上そういふものが見えるかさうかミ聞かれたが，當

時下はナこだそういふものはないε答ヘナこ，それから三十年の後，私は六月

のある澄み渡っナこ満月の夜レマィス天文皇の爾方のドームの間をつなぐ僑

の上に立って，3うしtcら明るい，翻測の邪魔になる月光のあるεころで

天盤の美観を充分に見極め得るだらうかミ考へをめぐらしてみた，そして
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私は月輪をじつミ見つめてゐkら・突然εんなにびっくりした事だらう，

シュue　・一グル教授がかつて丁丁された月輪中の兎が見まがふ可くもなくは

っきりxS見えfeではな．いか．そこで私は澤山の書物をさがしてshashinξ

いふ名の載ってみる場所を見出さうミしたが駄目だつナこ．私の質問でサン

スクリット研究者の仲間からshashinミいふ名の用いてある物語りがある

ミいふこ：三は聞かされナこが，その書いてある所を知るこEは出來なかっ

ナこ．が逡に1916年ナこまたま大回の名四教授ミしての義務から當時の分科大

公顧問官ガaガー教授の宅に招待された時，問題の物語りが見つかるまで

その家を去らすに，εうEうその場所を1）antschatantraεいふ名のミこ

ろE出てみるのを見出しナこ．

　1900年私が兎のかkちを見てから後のこミだがパリf一て萬國世界博覧會

が催された時，天文怠者會議が開かれナこが，その時光心室で二枚の大きな

月面の岡を見＃．その一つには兎のかたちが，他の一つには南牛球から見

たもので，坐ってみるむく犬の像か黒い心惑のこころにあてはめて書かれ

てゐナこ．私は質問をして見ナこけれさ，天文痴者蓬はPantschatantraの物

語りを知ってはみなかつナこ．この兎の像は月面の最も暗い部分，師ちクリ

シウム海（危機の海）を耳に，フオエクンデ／ダーテdス海（豊饒の海）を頭

に．　トランクスリイターテイス海（鰹憲海）を胸部に，セし・ニターテイス海

（晴明の海）を後膿に，ネクタリィス海を前脚に，ヴアボールム海（蒸氣の

海）を後脚にしてあるそして最初の四分一の時から満月時までに見えるも

のである．私は月輪を最初の四分一のすぐ後ε満月の際（圖）に天文乱淫に

ミつたがこの班鮎は大愛よく見られる．この爲眞の右側の圖で兎の像の輪

廓をつけておいナこ．これは誰でも折がい、ミ肉眼でた易く月表面に認める

こミが出來る．この暗い三二に封してつけナこ海の名樗は有名なダンチツヒ

の天文學者ヘエーベノし氏によって，彼は1647年始めて有用な月面囲を出版

しナニ人で，地球上の海εは幾分異った意味をもつべきではあるが他にこの

暗黒貼に比較すべきものがないから，海εいふ名を撰んだ入である．1899

塊來私は天文皇を訪れる幾千の人々に，この肉眼で認め得る兎の像を見せ

て來tが，いつもそれをよく了解してもらっkものである．

　Pantschatantraに表はれてるる物語は，約5000年も昔の時代に於て，唯
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一の叉最も古い謹縢であるから非常に重要なものである．即ち月はかNる

長い間既に地球の同じ側に向ってみるものであって，叉その事から既にそ

の時代に於ても月の自榑の時間は月が地球の周園をめぐる公韓の時間ε丁

度等しいSいふ重要な法則が成り立ってみたものであり，又月の相貌が太

古の時代常に晴れ渡つf　zaのあった東方諸國に於て映ったのε少しも愛っ

てみないのである．古い昔の月表面の圖は甚だ稀であって，ガリラィ以前

の時代には殆んきなかった．

　さて私はこsに此の物語をルードウィツミプリィツエ氏の翻謬によっ

てお知らせしよう．しかしこの前に一寸言っておきたい事は，このPansc－

hatantra物語は古い印度の「世才教科書」であって，五部に編まれたお話

や格言で書かれたもので臨時の最も有名な意味深き思想のある本の一つで

ある．

　Pantschatantra物語の第三部には鴉ミ楽Sの職弔の事が書いてある．鴉

の王は集の王の家來等が夜眠ってみるミころを襲撃し殺して，集の王を退

けて仕舞はうSもくろんでみた．でその方法ミして先づ大臣逮ミ會議を始

めた．その際王は鴉S集Sの間の不和の原因を尋ねて次の様なわけのある
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こ蓬がわかつナこ．全鳥類の王の面訴に臭が選ばれなくてはならぬεいふの

である．これに封して鳩はガルーダミいふ一朋の強大なる鳥がちゃんミ王

様εしてみて，その鳥の名によってσ）み鳥類はその敵にうち勝ってるるミ

いふ台墨を張く主張して反面したのである．Eいふのは，

　　もし氣高き方々が我等の圭であって・悪事にうSき方なれば，

　　その方の名によってのみ，安輻た得ろこSが出來る・

　偉大なる御方な守る者に1ち素破らしい報ひがある・

　　月に仕ふる小兎一ft　li，幸福に暮してみる．

　これについて昔あったこミを鴉は話しナこ．

　ミある森に門地の王をしてみたチアトルダンタεいふ名の四本の鏡牙を

持つた大きな象がみた．その地方には幾年も幾年も非常な旱魑が綾いて，

そのためにすべての植物は枯れ，沼や澤や湖はすっかり乾ききって仕舞っ

た．で象共は王様に言った，「王様，若い子たちは潟きのために大攣苦しん

でゐます．死にかNつたものもあるし，εうミう死んで仕舞つたものもあ

ります．でさこか水のあるSころを探しに行って，子供蓬に元氣をつけて

やりたいのですが」．王は長いこε考へてから言つナこ．「この國の中程の僻地

に地下のガンガの水でいつも満ち溢れてみる大きな湖が一つある．そこに

我々は行かう」．

　かくして，五つ晩ミいふもの進んで行っナこ後彼等はその湖についナこ．そ

こで彼等は大喜びで水の中に渡って，日の入る頃立ち去らうミした．その

時この湖のまはりの柔かい地面の中に無数の兎の孔があったが，これらの

孔はすべてそこらをぶらっいナこ象共によってふみ壊されて仕舞って，多く

の兎S“もは脚や頭をふみ折られ，回るものは死んで仕舞ひ，他は命からが

らやつミ死を黙れた．

　さて，象の群が去って仕舞ふε，自分等の住居をふみつぶされナご兎共が

途方にくれて集って來ナこ，或るものは脚を折られ，曲るものは傷いた身鐙

で血まみれになって，叉あるものは小馬を殺されて住舞ったのでおいおい

泣きながら集ってお互に協議を始めた，彼等は泣き叫びながら言つtこ・「あ

N悲しい，もうすっかり駄目だ．象σ）奴等は他に行くεころが無いのだか

ら，まナこ何度も此塵へやって困るだらう．そしtら我々はもう滅亡だ．實
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際こういふ事を人は言ってみる，

　　象が俺達にたださわつずこだけでも，

　　俺等にぶち殺されて仕舞ふ・

　　毒蛇ば香なかぎながらPつて仕舞ふし，

　　悪人は敬ひながら，殿檬ば笑ひながら・

それだから一つ救濟策を考へ出さなくてはならぬ」．

その時一匹が言った．「我々は此の土地を見棄よう，そして異つtt他の所に

行かう，そうするより外に仕方が有るだらうか？マニュー（Manu）にヰァ

サ（Vyasa）も言って居るではないか．

　　家の71めならrP」　一“人位，村のためなら一家位びほ簗てられよう・

　　御國のfこめなら一村位ひ・が自身のためだったら地球も葉；てられろ・

　　毎年毎年まゴ来なつくり，家畜な盒司ふ7こ則しい＝ヒ地か，

　　以てろS言にれちep，危瞼千萬，命が危ぶない・

　　王tlS　（t　一・寸も御心配にならないのだ・

　　因っ7こ際に役立つ檬に入々ぽ賓なためる，

　　その寳さへ・妻君准護る7こめにに投げ出すものだ・

　　だが，自分自均が危い破目になる定，

　　i妻君にに一厘もわけ7こがらないものだよ」・

それに幽し他の一入が言つt，「だがやはり，父や組父から受けついで來た

このミころを突然去るミいふこミは出來ないこεだ．それで何か一つ良い

：方法を考へ出して，象の奴等が二度ミ此塵に麗ない様にびづくりさせてや

らなくちやならぬ，寒地こんなこNEも言ってあるよ，

　　毒のない蛇でも頭な高く差し上げろ，

　　頭の中のからくりが毒があらうがあろまいが持ち上げろ様に出來てるる・

今度は叉他の一人が言った．「そういふ事になるS，・象の奴等を驚かして

もう二度ざ來ない様にするのが一番いx方法だ．これをやるには一入の

巧みな使者が必要ミなって來る．ざいふのは我等の王襟である兎のVids－

chayadatta様が月輪中に住んで居られる．で編りの使者が一一人象の王のε

ころに途られねばならぬ．そして命令を下して言ふに「月はこの湖に汝等

の湿るを禁ず・何んミなれば湖の周園には余の臣下等あまk住みおれば

なり」・こう相手を信ぜしめるに充分な言葉で告げられるならば，多分象の

王も参って仕舞ふだらう」．

するE　」¢一一人が言ふに．「さあ，そうなるS，我々の中にランバカルト（長
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耳）εいふ名前の兎がみる。あれは言葉の使い方もうまいし，使者の役目

で知って居ねばならぬこεもすべて心得てみる．彼を象の許に迭らねばな

らぬ．こういふこεも言ってある，

　麗しくも能辮で，あらゆる黒占で賢くて．慾氣の少しもない，

　他人の意見なすぐ推量出來ろ者は王様の使者になり得ろ，

　殿様の貧慾な愚鈍な玄關番に顧ろ奴lt，

　恐らくitAmくのうそっきで，終り［エいs事itあり匡ぜぬ．

　でこの不幸から悟れられるかさうかやって見ようではないか」．

今一人がその時言つナこ．「成る程，それが一番いS，我々の命を救ふために

はこれより他に方法はない，そいつ7s一一つやつて見よう」．

　かくして，長耳君が1象の王のミころに使ひに行く様に定って，出掛けて

行つナこ．彼は三共の居るミころに近づくε，象共にはやって來られない場

所に登り上って，象の王に向って言った．「汝妊悪なる象よ，汝は如何なる

氣にて愉快けに，恐るΣεころもなく，かの月の湖におもむきナこるか？汝

は彼の湖に近すく可らす」．象はこれを聞いて不審に思って尋ねナこ．「だが，

一一??ｨ前は何者だ？」兎は答へて，「俺はVidschayadattaεいふ兎で，月

の世界に住むものだ・言ふも畏きお月襟はその御言葉の垂々をお前達に知

らせんために，俺をお前達の所につかはされたのだ」．そこで象が答へて言

ふは，「ではお月襟の御命令に早漣從ふから，その命令をくわしく知らせて

呉れ」．

兎は答へて，「この聞．汝は家來共を引きつれてあの湖に來ナこ時，汝等は多

くの兎をふみ殺した。それらの兎が余の臣下であるこεを知らないのか？

で汝の命に係はるこミだから，きんな事があっても二度ミあの湖に行って

はならぬ，t恥いふ御命令だ」．象が言ふに，「ではお月様は何虚に居られるの

か？」

　兎は答ヘナこ．「お月様は今あの湖に滞在して居られて，お前達から傷けら

れてまだ生きてみる兎蓬をなぐさめて居られる．で私をお前の許におつか

はしになつナこのだ」．

象は言った．「それなら，お月様を見せてくれ，そしfcらわナこしはお月檬に

服從してさこか他の塵に行かう」．兎は言つナこ．「よろしい，では一入で來て
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くれ．お前にお月様を見せて上げよう」．

　かくして兎は夜になってから象をつれて湖の岸に來て，水に映った月の

像をさして言つナこ．「御覧ん，我々のお上襟が深い考へにふけって水の中に

居られる．だからお前もお月様に下闇して急いで蹄れ，そうしなくて，も

しお前がお月襟が静かに考へ込んで居られるのを邪魔でもしナこら．それこ

そもつε大攣にお怒りになるだらう」・

　：象はナ：まけて仕舞ひ，決してさういふ事はしないミ言って逃げ露って，

二度ここの湖にやって來るこξは無くなった．

　兎共はその日から家族を一緒に恥しくその界隈に落ち着くこごが出挙ナこe．

だから，

　　偉大なるお方を守る者には素破らしい報ひがある・

　　月に仕ふる4・兎共ば，樂しく≡暮し｝くるるH

　以上が月輪中の物語であるが，これを御話ししナこのは。月に兎の像が見

えるのを一般に知ってみない天文學者のみならす，月輸中のshashaごい

ふ言葉にさんなわけが有るかを知らないサンスクリット研究者にも，何に

か役に立つであらうε思ってお報せしナこのである．（完）

「クク十二吋」を迎ふ（寓興説明）

　御これiこC・・ke12－i・ich望蓮鏡が來7こ・榊戸へば去る5月工og着，京都へに6刀10

日着・7月工1日から大學天文叢の大ドーム内に据付け準備張始め，同20日に据付け完了，

同23日に［茸北極への調整」（adjustment）た終つ7こ・大ソンズの口径30センチ，焦黙

距離4メー1・　Jレ牛・触れに露帽ビヒ　）tZ　”“　”一分光機εか取り付けるS，機械の全長ば6

メーメ〉ル秘超えてみろ・上書言つくも之れが「轟本第一」の屈新式望遠鏡にば蓮ひ無

い・久しく外國に遅れか取ってみる我が國天丈界の望蓮鏡も，之れだけに人に見ぜて

漸く恥かしからぬものビ言ふこif）が出來る・機械ば多分二十年も前に作られナこものら

しいけれご，最近に原作者〃ク會rTl・）手1こ館って徹底的に修理亡塗り換へtが施さ拡

照明装置其の他にに思ひ切つ7こ新意匠が加へられ・附厨の接眼レンズ酬こば〃”祉最

新試作のorthoscopic　eye－pieceが数個添えられてある・自働装置も「確測定安定」其の

ものである・一今後は京都の悪天氣亡戦ひつS，此の機械ば我日本な代表して學界

に活躍するであらう．
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　京都大學天文峯1：据えられナこ

「クク十二吋」大望遠鏡

　　　　　GJ」本　教　授）

（上田助教授）　　　　　（中 村要氏）
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　　　　1927年7月20日

「クク十二吋」望遠鏡の漱迎會

　京都大學天文盗の大ド1ムにて
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「クク十二吋」に墓ぢ登つアζ人k

　毎日々々大ドームに馳け上って，据え付けの終るのた「今か今か」S待ちか

まへfこ連中［t，いよいよ七月二十日午後二臨自働装置のチェンに重繋の最

後の一個が載ぜられる時ゐg期して「望遠鏡　萬歳！！」在r叫んだ・何よりも先づ

紀念爲眞た撮らねばなるまいe・大階段に登るPら・望蓮鏡の赤緯軸に登る

やら，一伊藤君ば早速カメラ為用意して，ドームの長窓の外側からレンズ

の狙ひ准定める．左の爲眞に掲げる入物に

　　　　（竹田）

　　（山村）

（金山君）　　（上田）

　　　　　（渡邊）

（森川）

（吉村さん）

（中村）

（上島）

（山本）

（又さん）

（荒木）

　　　（竹内）（編本）

（修坊）（進坊）

爲眞のあiSで，茶話會が此のドームの中で開かれ7こが，其の席へ匡杉原君

も磯田君もニコニU顔な出し7こ．


